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こども学校応援地域交付金 事業計画書 
 

主体団体名 学校支援地域本部 花丸小学校 代表者 帯広 太郎 

連携団体名 学校支援地域本部，花丸小学校 PTA，町内会、老人会、地域防災マスター 

事業名 こども地域防災訓練 

 

事業の目的 ※事業を通しての目的を記入してください 

近年の大規模な災害に伴い、帯広市においても地域の学校が避難所となるケースが発生している。避難 

所の運営など、災害発生時には、学校と家庭、地域が協働しながら自助、共助、公助を行う場面が想定 

され、その際には、児童生徒もその一員としての役割が期待される。本事業を実施することで、児童生 

徒はもとより、家庭や地域の防災に対する意識を高めるとともに、学校・家庭・地域が一体となった、 

地域ぐるみで子どもを育てる仕組み作りにつなげていきたいと考える。 

 

実施日時   実施場所  

令和３年８月２１日（日）  花丸小学校 体育館 

 

事業の内容 ※事業で何をする予定ですか？具体的に記入してください。 

〇防災講座…市の防災係による防災講座の実施（消化器操作体験、煙体験、心肺蘇生訓練） 

〇防災ウルトラクイズ…市の防災係による防災クイズの実施（参加者に景品を贈呈） 

〇避難所の開設体験…体育館で、段ボール避難所設営などの体験活動を行う 

〇炊飯袋による非常食の作成体験…アルファ米の炊飯、試食体験 

〇防災ウォークラリー…児童を含めた参加者がグループを作り、校舎内の巡りながら、防災に関する 

 イベントを体験する。 

 

 

 

（表） 
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メンバー表 ※事業にかかわる人は誰ですか？＜ 氏名（ 団体名 ）＞ 

 代 表  帯広 太郎      （花丸学校支援地域本部） 

 副代表  中村 一郎      （花丸学校支援地域本部） 

 会 計  田中 花子      （花丸小学校ＰＴＡ） 

  松田， 松本， 松永， 松井 （花丸町内会） 

  川口， 川岸， 川村， 川田 （花丸老人会） 

 

 

 上の方のうち、各団体間で連携を取る際に中心となる方（代表コーディネーター） 

           帯広 太郎 （花丸学校支援地域本部） 

 

必要経費  

項 目 

 事業費 

金 額 内 訳 

アルファ米 30,000 円 アルファ米 50 食  ※うち 20,000 円が交付金対象経費 

消耗品 5,000 円 紙コップ、割り箸 他 ※交付金対象経費 

景品 25,000 円 お菓子、飲料水等   ※交付金対象経費 

   

   

   

   

合 計 60,000 円 うち、交付金対象経費合計 50,000 円（PTA 負担金 10,000 円） 

 

 

（裏） 
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今回の基金を活用した事業における新規ボランティア拡充につなげる方策 

昨年度までは、学校内において PTA と連携しながら「親子防災」に取り組んでいたが、今年度は、 

さらに地域の町内会、老人会と連携した取り組みに発展させていきたい。そのため、近隣の町内会 

の会長に事業の趣旨を伝え、町内会長の協力を得ながら、町内会、老人会の方の参加を呼びかけて 

いきたいと考えている。また、市の防災係、地域防災マスターに連絡し、当日の運営のアドバイスや 

講師の依頼をしたいと考えている。 

 

 

 

今回の基金を活用した事業を契機として、地域ぐるみで子どもを育てる活動を発展させるための方策 

事業後には、活動について反省会議等の機会を通して、地域や子ども達の話題を語り合うなど、 

学校と地域の和を深める機会としていきたい。また、今後の学校と町内会の関わり（例えば、 

町内会の花壇整備を学校と一緒に行うなど）についても交流することで、学校と地域が、さらに 

連携を深めていく機会としていきたいと考える。 

今回の事業では、学校の近隣にある町内会を対象としているが、今後は、さらに校区内の複数の 

町内会を対象としていきたい。さらに、将来的には、近隣の中学校と連携した取り組みにしていく 

ことで、小中学校が連携しながら、中学校区としての取り組みに発展させていきたいと考えている。 

 

 

（別紙） 


